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第 １７ 号 大玉村地域学校協働本部（農村環境改善センター内）

令和５年１２月２８日(木)発行 大玉村玉井字西庵183 ＴＥＬ０２４３－４８－３１３９

１０月２９日（日）改善センター芝グラウンドに於いて第４回おおたまコミュニティフェスタが行わ

れました。このイベントの実施に当たっては、希望する大玉中学校の生徒、商工会青年部、地域学校協

働本部、おおたまスポーツクラブで実行委員会を立ち上げ、中学生のアイディアを生かしながら計画を

立案し、準備を進めてきました。

当日は天候に恵まれ、たくさんの方々においでいただきました。オープニングセレモニーでは、大山

小学校合唱部と大玉中学校吹奏楽部の美しい演奏が披露され、主催者、来賓の方々からご挨拶がありま

した。続いて太極拳、手話、コカリナ等の文化サークルの活動発表、スポーツクラブ主催ドッジビー大

会、ミネラルウォーター早飲み大会、大道芸人ショー、イラストコンテスト（表彰式）、ビンゴ大会等

が行われ、また、各ブースではワークショップ（スライム、キーホルダー、木製椅子づくり）、イラス

トコーナー、仮装グッズ作り、各種売店、スポーツ体験（モルック等）、フリーマーケット等が開かれ

ました。一日を通して、来場者の笑顔のはじけるとても楽しいフェスティバルになりました。
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ボランティア登録数１２３名（休止１８名）

４～１２月活動回数１５２回、延べ人数３４７名

２学期も多くの学校支援ボランティアさんのお陰で、各幼稚園、小・中学校では大変充実した活動を行うこ

とができました。ありがとうございました。また、村内外のたくさんの方々とのふれ合いや関わりを通して、

子どもたちはとても健やかに育っています。大玉村が大好きで地域のために何らかの力になりたいと考えてい

る子も着実に増えています。地域の皆様、これからも子どもたちのために益々のご協力をよろしくお願いいた

します。

１０月１２日(木) さつまいもほり

ボランティアさんから年長組、年中

組、年少組の子ども達に、さつまいも

ほりのしかたを指導していただきました。とても大きなサツマイモを収

穫することができました。子どもたちは大喜びで、楽しい時間を過ごし

ました。

１０月２６日(木) 園外保育〔みずいろ公園〕

園外保育で子どもたちが楽しみにしていたみずいろ公園に行ってきま

した。天気もよく、ボランティアさんのご協力により、安全にけがなく

遊ぶことができました。ボランティアさんから「行事以外で子どもたち

の姿を見る良い機会になり、よかった。」という声が聞かれました。

９月２０日（水）

さつまいもほり

子どもたちは、１学期に自分で植えたさつまいもができているかと

ても楽しみにしていました。当日は、ボランティアさんにさつまいも

ほりのし方をていねいに教えてもらいました。とても大きなサツマイ

モがたくさん獲れて満面の

笑顔でした。

１１月１３日（月）・１４日（火） 発表会衣装・小道具づくり

１１月２５日の発表会で

使用する衣装や小道具作り

のお手伝いに、２日間にわ

たりボランティアさんにご

協力いただきました。子ど

もたちの発表会の様子を想

像しながら、丁寧に準備していただきました。

１０月１１日（水）５年 総合的な学習の時間

５学年の「大玉村の自然と産業」（そばの刈り取り）の学習

で、雨天によりそばの刈り取りが延期になっていましたが、

１０月１１日無事に収穫できました。ボランティアさんに足

踏み脱穀機による脱穀、唐箕によるそばの実の選別等を教え

てもらいました。とても貴重な体験をすることができました。
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１１月９日（木）５年 総合的な学習の時間

５学年の「大玉村の自然と産業」（そば打ち見学・試食）の学習で、

そば打ち職人の服装をしたボランティアさんにそば打ちを教えていた

だきました。子どもたちは、初めての体験で、興味津々です。大玉村

のそばの美味しさに感動しながら、みんなであっという間に完食して

いました。

１０月３０日（月）～１１月１１日（土）

５年 総合的な学習の時間 「本揃の田植踊」

５学年児童の学習発表会での田植踊発表に向けて、田植踊衣装の着

付け合わせをしました。練習とリハーサル、１１月１１日の学習発表

会当日の３日間、延べ４２名もの学校支援ボランティア及び保護者ボ

ランティアの方々にお世話になりました。

学習発表会での

５学年児童の田植

踊練習を本揃田植

踊り保存会の皆様を講師として依頼し、９月２７日、１０月

２０日、２５日、１１月１日リハーサルの４日間、延べ１６

人においでいただき、パートごとに直接ご指導をいただきま

した。仕上がりが順調だとご講評をいただきました。

９月１４日（木）

２年 美術科 「麦わらによる虫かご作り」

伝統工芸士で自然つる工房の本多久夫様のご指導のもと、８月２

９日に講師の製作実技鑑賞、９月１４日は広告紙による試作、２５

日は麦わらで製作等３日間に渡ってご指導をいただきました。本多

様は、地元の農家の方から麦わらを提供していただき、虫を入れる

かご作りの伝統、技法を受け継いでこられています。

１２月１日（金）

１年 総合的な学習の時間 「そば打ち体験」

押山利一大玉村長の講話に始まり、じんだら会等の関係者をは

じめ教育委員会や村役場の皆様、総勢２０名ほどのご協力をいた

だいた一大イベントでした。大玉村産のそばを使用し、挽いたそ

ば粉を水とかき混ぜたり、生地をこねたり、麺棒で伸したり等い

ろいろ体験し、自分たちで打ったおいしいそばを充分堪能しまし

た。
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２学期の放課後子ども教室は、１２月１５日に終了しました。大山教室は、カゴメ株式会社さんとオ
ンラインで野菜の実験、玉井教室は、福島大学の学生による科学実験等、村外の方々と関わることがで
き、子どもたちにとっても貴重な経験になりました。また、ボランティアの皆様のお陰様で、大きなケ
ガや事故もなく、２学期も楽しく活動することができました。本当にありがとうございました。また、
２学期より福島大学の学生さんが学習ボランティアとして参加してくださっています。宿題の指導や見
守り等をしていただきました。３学期も参加予定ですので、この機会をどんどん生かしてほしいと思っ
ています。なお、３学期の活動は１月１２日（金）から開始の予定です。

すっごく美味でした！

焼きマシュマロおい

しかったね！

洗濯のり・水・ホウ砂を

混ぜれば、スライムの完成です

福大生と一緒に

科学実験に挑戦！！

５０点のゴールを目指して、班で協力して頑張りました！
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土曜日、長期休業中の学習支援活動 本年度の「共に学ぶ『お

おたま未来塾』」も１５回

の学習会を無事終えること

ができました。ご指導いた

だきました福島大学等の学

習サポーターの皆様始め、保護者の皆様、中学校の先生方等たくさんの方々のご協力とご支援のおかげです。

心より感謝申し上げます。

今年度の参加者数は未来塾が開始されて以来、初めて５０名を越えました。新型コロナやインフルエンザ等

の影響等があって出席率は平均して 80.0%でしたが、中学３年生は、各自のレベルアップを目指して毎回熱心
に学習に取り組んでいました。以下、学習の様子の写真やアンケートの結果、中学生や大学生の声などを掲載

しますのでご覧下さい。関係者一同、中３生の皆さんが自分の希望を叶えられるよう祈っています！！

～中学３年生の声～ ※主なもの

〇 ３年間の学習を振り返ることができ、受験生として参加して良かったなと感じました。

〇 自分で自転車で行ける距離で、お金もかあまりかからないので、とてもありがたかったです。先生方に

優しく教えていただいて、苦手な教科の問題の解き方を理解できるようになったので、「おおたま未来塾」

に参加してよかったと思っています。

〇 先生が明るくて親しみやすくてよい。

〇 学校と違っているところがあってとても楽しかったです。未来塾を通して勉強が楽しく感じました。

〇 クラス分けを基礎と応用などレベルで分けてほしいです。

〇 フリー学習タイムを少し増やしてほしかった。

～学習サポーター（大学生）の声～ ※主なもの

〇 積極的に取り組む生徒が多く良かった。授業が終盤になると集中力が落ちてしまう生徒もいたので、何

か工夫があると良い。

〇 最初はなかなか質問をしてくる生徒や授業で発言してくれる生徒が少なかったのですが、回を重ねるに

つれて積極的に手を挙げて質問してくれたり、授業で指名しなくても発問に応えてくれたりと意欲的に取

り組む姿に変わっていった所が印象的でした。また、難しい問題に対して生徒同士で教え合ったり、一緒

に悩んだりしながら協力的に取り組んでおり、とても素敵だと思いました。


